
  
 
 
 
 

         

  
  
  
  
                    
                    
                    

 

木更津高校が大気観測機材の見学のため来校されました 
 
夏真っ盛りの８月５日に、木更津高校の神谷先生と高校１年生の生徒二人が、入江研究室を訪問され、千

葉大学西千葉キャンパス内にある工学系総合研究棟Ⅰの屋上にある国際地上観測網（SKYNET、A-SKY）の
千葉サイトに設置されている大気観測機材を見学されました。木更津高校はスーパーサイエンスハイスクー
ル（SSH）指定校です。神谷先生は、数年前、CEReS 内の久世・入江・齋藤研に在籍していた大学院生でし
たが、立派な教員になっていて大変嬉しく思いました。高校１年生の生徒さんたちには、入江研究室の学生
の海塚君、米谷君、野本君がうまく説明してくれ、大気環境観測に大変興味を持っていただけたようでした。 
 

 
国際地上観測網（SKYNET、A-SKY）の千葉サイトに設置されている大気観測機材見学の様子 

（入江仁士） 
 

福島第一原発の廃炉状況を視察してきました 
～ 小槻研究室通信・第 18号～ 

 
今回の視察は、環境省推進費「原発事故地域における森林火災後の放射性物質・再拡散予測システム

の開発」(代表: 福島大学・五十嵐康記)の一環として実施しました。福島第一原発については、最近の
汚染水など数々の報道がありますが、やはり現場を訪れ、自分の目で見て理解に努めることで、情報の
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肌感覚が全く異なることを改めて実感しました。私が個人的に印象深かったのは、科学コミュニケーシ
ョンの難しさです。現在の汚染水の対策などは、現場で説明を受けると、「数値」としては過分な対応
をしていると感じました。それでも、住民の理解を得るのは難しい問題です。私が関わるムーンショッ
ト・気象制御研究も、これから 10 年 20 年かけて国民・国際的理解を得ていかねばならないプロジェク
トです。近藤先生がいつもおっしゃることですが、「科学技術を創ること」を、「科学技術が社会で活か
されること」に結び付けるために、私自身も社会合意形成に関する理解を深めねばならないと感じまし
た。心に刻もうと思います。 
 
最後に、今回の出張のとりまとめをしてくださった福島大学の五十嵐康記先生、東京電力の皆さまに

は貴重な機会を提供して頂くと同時に、現場での丁寧な説明など、大変お世話になりました。この場を
借りて厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。なお、既に福島第一原子力発電所の構内は線
量も落ち着いており、視察は安全に実施されました。 
 

  
（左）視察中の 1 コマ。背後の左右は、廃炉作業中の 2・3 号機です。 
（右）1 号機建屋。視察日は快晴で、建屋の状況とのコントラストが印象的でした。 
 
☆本視察に同行した学生含め 3 名の感想を研究室 HP にて掲載しております。ぜひご覧ください。 
 こちらからどうぞ   小槻研究室 HP へようこそ（https://kotsuki-lab.com/2022/09/08/2603/） 

 
 

■ 受賞報告：JpGU 2022 学生優秀発表賞 ■ 
 
入江研究室修士 2 年の海塚収英と申します。この度、

日本地球惑星科学連合 2022 年大会（JpGU2022）の
学生優秀発表賞を頂きましたことをご報告させて頂
きます。皆様にご報告できることを大変嬉しく存じま
す。 
本大会は 5 月 22 日～6 月 3 日の期間、ハイブリッ

ト形式で開催されました。私は大気水圏科学の大気化
学セッションにて口頭発表で参加いたしました。 

（小槻峻司） 
 

（一同） 
 

https://kotsuki-lab.com/2022/09/08/2603/


発表タイトル：Relationships of PM2.5 and BC mass concentrations with optical properties derived from 
simultaneous skyradiometer/MAX-DOAS observations - from continuous observations 
at Chiba and Fukue in 2019-2020 

 
学会に口頭発表で参加することは初めてでしたが、研究室のミーティングやリモートセンシングコー

スの中間発表などの経験によって落ち着いて発表することができました。この賞を頂けたことは、先生
方のご指導や研究室の皆様のご助力あってのことと身にしみて感じております。この場をお借りして感
謝申し上げます。 
修士から千葉大学で入江研究室の一員となった私にとって、この一年半は毎日が新鮮で刺激的な日々

でした。修士生活も残り半年となりましたが、悔いの無いよう日々邁進してまいります。 
 
 

 
■ ゾウ シャン（ZOU SHAN）特任助教：小槻研究室 
 
私はベルギーのゲント大学を卒業後、来日しました。 ベルギーのゲント大学で博士号 (理学)、中国

農業科学院で修士号 (農学)、衡陽師範大学で学士号 (文学) を取得しました。私の研究対象には、水文
シミュレーションと水文モデルの改善が含まれます。 

I joined the Kotsuki Lab of the Center of Environment Remote 
Sensing (CEReS)  as a specially appointed assistant professor 
on August 1, 2022. I have been working in the general area of 
hydrology since my PhD under supervisors Prof. Philippe De 
Maeyer and Prof. Tim Van de Voorde at Ghent University. My 
research focuses on hydrologic modeling and improvement, 
hydrologic systems (both natural and human-managed) under a 

changing climate (e.g., water availability & sustainability, flood, and drought). I am dedicated and 
adaptable to new challenges. Very excited to join the team and looking forward to working together 
under the leadership of Prof. Kotsuki. 
 
■ オエットリ パスカル（Pascal Oettli）特任研究員：小槻研究室 
 

My name is Pascal Oettli and I have joined the Kotsuki Lab of the Center 
of Environment Remote Sensing (CEReS) on September 1st of this year. I 
am a geographer and I worked in the fields of climate variability and 
teleconnections since 2009. In 2010, I arrived in Japan to join the 
Yamagata/Tozuka lab at the University of Tokyo, to work for an 
international joint research between Japan and South-Africa. In 2013, I 
joined the Application Lab at the Japan Agency for Marine-Earth Science 
and Technology (JAMSTEC). During these years, I developed a great 
interest for statistical modelling, and more recently for machine learning 
and deep learning techniques applied to earth science. I am very grateful 

to Prof. Kotsuki for welcoming me. 
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